
経路を朱線等を用いてわか りやす く記載する と と も に 、その他の事項についてもで き る だけ詳細に記載す る こ と 。

㋸は、（あ）どのような場所を、(い）どのような方法で移動している際に、（う）どのような物で又はどのような状況において、（え）ど

㋷は、災害時の通勤の種別がハの場合には、移動の起点たる就業の場所を離れた年月日及び時刻を記載すること。

5

4

場合には 、後続するイの移動の終点たる就業の場所における就業開始の予定の年月日及び時刻を記載するこ と 。

㋠は、災害時の通勤の種別がハの場合には、移動の起点たる就業の場所における就業終了の年月日及び時刻を、

のようにして災害が発生したかを簡明に記載すること。

ホの場合には、先行するロの移動の起点たる就業の場所における就業終了の年月日及び時刻を記載するこ と。

㋦は、通常の通勤の経路を図示し、災害発生の場所及び災害の発生の日に住居又は就業の場所から災害発生の場所に至った

2

有 ・ 無

〔注意〕

1

転 任 の 事 実 の 有 無 （ 災

害 時 の 通 勤 の 種 別 が ニ

又 は ホ に 該 当 す る 場 合 ）
㋻

住 所

午

3

通 勤 災 害 に 関 す る 事 項

転任の直前の住
居 に 係 る 住 所

㋕

㋬は、災害時の通勤の種別がハの場合には、移動の終点たる就業の場所における就業開始の予定年月日及び時刻を、ニの

前
後

時
就業の場所を離れた年月日及び時刻
（ 災 害 時 の 通 勤 の 種 別 が ロ 又 は ハ に 該
当 す る 場 合 は 記 載 す る こ と ）

㋦

氏 名

㋸ 災害の原因及び
発 生 状 況

㋾ 現 認 者 の

分頃

災 害 時 の 通 勤 の
種 別 に 関 す る 移
動 の 通 常 の 経 路 、
方 法 及 び 所 要 時
間 並 び に 災 害 発
生 の 日 に 住 居 又
は 就 業 の 場 所 か
ら 災 害 発 生 の 場
所 に 至 っ た 経 路 、
方 法 、 所 用 時 間
そ の 他 の 状 況

就業開始の予定年月日及び時刻
（ 災 害 時 の 通 勤 の 種 別 が イ 、 ハ 又 は ニ
に 該 当 す る 場 合 は 記 載 す る こ と ）

災害時の通勤の種別

（該当する記号を記入）

負傷又は発病の年月日及び時刻

災 害 発 生 の 場 所

就 業 の 場 所
（ 災 害 時 の 通 勤 の 種 別 が ハ に 該 当 す る
場 合 は 移 動 の 終 点 た る 就 業 の 場 所 ）

分頃

午 前 時 分頃

時７

１０ 日 ８ ００(元号) 元 年 ５ 月

労 働 者 の 氏 名

㋭

㋬

㋣

就 業 終 了 の 年 月 日 及 び 時 刻
（ 災 害 時 の 通 勤 の 種 別 が ロ 、 ハ 又 は ホ
に 該 当 す る 場 合 は 記 載 す る こ と ）

ロ．

ホ．

㋑ 厚生　太郎

大津市打出浜１４番１５号先路上

大津市打出浜１４番８０号

自動二輪で通常の通勤経路で通勤していた。上記場所の交差点の手前で、私は道路左側を走行していたが、

前を走行していた普通自動車が左ウインカーを点滅させないで、いきなり左折してきたため、巻き込まれて

私は転倒した。救急車で大津市民病院に運ばれ、右大腿骨頚部骨折、右下腿打撲、右第２趾及び右第３趾

骨折となった。

㋺

㋩

住 居 を 離 れ た 年 月 日 及 び 時 刻
（ 災 害 時 の 通 勤 の 種 別 が イ 、 ニ 又 は ホ
に 該 当 す る 場 合 は 記 載 す る こ と ）

㊁

㋷

イ．
ハ．
ニ．

㋠

イ
住居から就業の場所への移動
就業の場所から他の就業の場所への移動
イに先行する住居間の移動

様式16の7（別紙）

午

就業の場所から住居への移動

ロに後続する住居間の移動

午 前

時

日１０月５年元(元号) ４４

時 分頃

日 ７ １０

(元号)

分頃

午年 月 日

(元号) 元 年 ５ 月 前１０

前
後

日(元号) 年 月

(あ)どのような場所を

(い)どのような方法で移動している際に

(う)どのような物で又はどのような状況

　　において

(え)どのようにして災害が発生したか

を簡明に記載すること。

分）時間（通常の移動の所要時間 ０ ５０

労働　花子 電話 077-522-1234

大津市打出浜１４番８０号

別紙【道路地図】のとおり

【記載例】



5 ㋸は、（あ）どのような場所を、(い）どのような方法で移動している際に、（う）どのような物で又はどのような状況において、（え）ど

のようにして災害が発生したかを簡明に記載すること。

ホの場合には、先行するロの移動の起点たる就業の場所における就業終了の年月日及び時刻を記載するこ と。

3 ㋷は、災害時の通勤の種別がハの場合には、移動の起点たる就業の場所を離れた年月日及び時刻を記載すること。

4 ㋦は、通常の通勤の経路を図示し、災害発生の場所及び災害の発生の日に住居又は就業の場所から災害発生の場所に至った

経路を朱線等を用いてわか りやす く記載する と と も に 、その他の事項についてもで き る だけ詳細に記載す る こ と 。

〔注意〕

1 ㋬は、災害時の通勤の種別がハの場合には、移動の終点たる就業の場所における就業開始の予定年月日及び時刻を、ニの

場合には 、後続するイの移動の終点たる就業の場所における就業開始の予定の年月日及び時刻を記載するこ と 。

2 ㋠は、災害時の通勤の種別がハの場合には、移動の起点たる就業の場所における就業終了の年月日及び時刻を、

㋻
転 任 の 事 実 の 有 無 （ 災

害 時 の 通 勤 の 種 別 が ニ

又 は ホ に 該 当 す る 場 合 ）
有 ・ 無 ㋕

転任の直前の住
居 に 係 る 住 所

住 所
㋾ 現 認 者 の

氏 名 電話

分）

㋸ 災害の原因及び
発 生 状 況

(あ)どのような場所を

(い)どのような方法で移動している際に

(う)どのような物で又はどのような状況

　　において

(え)どのようにして災害が発生したか

を簡明に記載すること。

分頃㋷

災 害 時 の 通 勤 の
種 別 に 関 す る 移
動 の 通 常 の 経 路 、
方 法 及 び 所 要 時
間 並 び に 災 害 発
生 の 日 に 住 居 又
は 就 業 の 場 所 か
ら 災 害 発 生 の 場
所 に 至 っ た 経 路 、
方 法 、 所 用 時 間
そ の 他 の 状 況

㋦

（通常の移動の所要時間 時間

月 日 午
前
後

就業の場所を離れた年月日及び時刻
（ 災 害 時 の 通 勤 の 種 別 が ロ 又 は ハ に 該
当 す る 場 合 は 記 載 す る こ と ）

(元号) 年

午
前
後

時

時 分頃

分頃㋣

就 業 終 了 の 年 月 日 及 び 時 刻
（ 災 害 時 の 通 勤 の 種 別 が ロ 、 ハ 又 は ホ
に 該 当 す る 場 合 は 記 載 す る こ と ）

(元号) 年 月 日

日 午
前
後

時

㋠

分頃㋬

住 居 を 離 れ た 年 月 日 及 び 時 刻
（ 災 害 時 の 通 勤 の 種 別 が イ 、 ニ 又 は ホ
に 該 当 す る 場 合 は 記 載 す る こ と ）

(元号) 年 月

日 午
前
後

時
就業開始の予定年月日及び時刻
（ 災 害 時 の 通 勤 の 種 別 が イ 、 ハ 又 は ニ
に 該 当 す る 場 合 は 記 載 す る こ と ）

(元号) 年 月

㊁ 災 害 発 生 の 場 所

就 業 の 場 所
（ 災 害 時 の 通 勤 の 種 別 が ハ に 該 当 す る
場 合 は 移 動 の 終 点 た る 就 業 の 場 所 ）

㋭

午
前
後

時 分頃(元号) 年 月 日㋩ 負傷又は発病の年月日及び時刻

様式16の7（別紙）

通 勤 災 害 に 関 す る 事 項

㋑ 労 働 者 の 氏 名

災害時の通勤の種別 イ．
ハ．
ニ．

住居から就業の場所への移動
就業の場所から他の就業の場所への移動
イに先行する住居間の移動

ロ．

ホ．

就業の場所から住居への移動

ロに後続する住居間の移動
㋺
（該当する記号を記入）



5 ㋸は、（あ）どのような場所を、(い）どのような方法で移動している際に、（う）どのような物で又はどのような状況において、（え）ど

のようにして災害が発生したかを簡明に記載すること。

ホの場合には、先行するロの移動の起点たる就業の場所における就業終了の年月日及び時刻を記載するこ と。

3 ㋷は、災害時の通勤の種別がハの場合には、移動の起点たる就業の場所を離れた年月日及び時刻を記載すること。

4 ㋦は、通常の通勤の経路を図示し、災害発生の場所及び災害の発生の日に住居又は就業の場所から災害発生の場所に至った

経路を朱線等を用いてわか りやす く記載する と と も に 、その他の事項についてもで き る だけ詳細に記載す る こ と 。

〔注意〕

1 ㋬は、災害時の通勤の種別がハの場合には、移動の終点たる就業の場所における就業開始の予定年月日及び時刻を、ニの

場合には 、後続するイの移動の終点たる就業の場所における就業開始の予定の年月日及び時刻を記載するこ と 。

2 ㋠は、災害時の通勤の種別がハの場合には、移動の起点たる就業の場所における就業終了の年月日及び時刻を、

㋻
転 任 の 事 実 の 有 無 （ 災

害 時 の 通 勤 の 種 別 が ニ

又 は ホ に 該 当 す る 場 合 ）
有 ・ 無 ㋕

転任の直前の住
居 に 係 る 住 所

住 所
㋾ 現 認 者 の

氏 名 電話

分）

㋸ 災害の原因及び
発 生 状 況

(あ)どのような場所を

(い)どのような方法で移動している際に

(う)どのような物で又はどのような状況

　　において

(え)どのようにして災害が発生したか

を簡明に記載すること。

分頃㋷

災 害 時 の 通 勤 の
種 別 に 関 す る 移
動 の 通 常 の 経 路 、
方 法 及 び 所 要 時
間 並 び に 災 害 発
生 の 日 に 住 居 又
は 就 業 の 場 所 か
ら 災 害 発 生 の 場
所 に 至 っ た 経 路 、
方 法 、 所 用 時 間
そ の 他 の 状 況

㋦

（通常の移動の所要時間 時間

月 日 午
前
後

就業の場所を離れた年月日及び時刻
（ 災 害 時 の 通 勤 の 種 別 が ロ 又 は ハ に 該
当 す る 場 合 は 記 載 す る こ と ）

平成
令和

年

午
前
後

時

時 分頃

分頃㋣

就 業 終 了 の 年 月 日 及 び 時 刻
（ 災 害 時 の 通 勤 の 種 別 が ロ 、 ハ 又 は ホ
に 該 当 す る 場 合 は 記 載 す る こ と ）

平成
令和

年 月 日

日 午
前
後

時

㋠

分頃㋬

住 居 を 離 れ た 年 月 日 及 び 時 刻
（ 災 害 時 の 通 勤 の 種 別 が イ 、 ニ 又 は ホ
に 該 当 す る 場 合 は 記 載 す る こ と ）

平成
令和

年 月

日 午
前
後

時
就業開始の予定年月日及び時刻
（ 災 害 時 の 通 勤 の 種 別 が イ 、 ハ 又 は ニ
に 該 当 す る 場 合 は 記 載 す る こ と ）

平成
令和

年 月

㊁ 災 害 発 生 の 場 所

就 業 の 場 所
（ 災 害 時 の 通 勤 の 種 別 が ハ に 該 当 す る
場 合 は 移 動 の 終 点 た る 就 業 の 場 所 ）

㋭

午
前
後

時 分頃
平成
令和

年 月 日㋩ 負傷又は発病の年月日及び時刻

様式16の7（別紙）

通 勤 災 害 に 関 す る 事 項

㋑ 労 働 者 の 氏 名

災害時の通勤の種別 イ．
ハ．
ニ．

住居から就業の場所への移動
就業の場所から他の就業の場所への移動
イに先行する住居間の移動

ロ．

ホ．

就業の場所から住居への移動

ロに後続する住居間の移動
㋺
（該当する記号を記入）


